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○○株式会社 △△営業所 

環境活動レポート

は じ め に 

環境に関する経営理念・方針 

事 業 所 の 概 要 

作成例

・  ここでは、事業所が環境問題への取組を行うにあたって、基本的な理念・方針を述べていた

だく部分です。 

・  なごやSDGsグリーンパートナーズ申請書（第１号様式）の「経営理念・方針」に記載した事項

を掲載します。ただし、この取組レポートの作成にあたって、これまでの取組を振り返り、経営理

念・方針を見直すことも可能です。 

・ ここでは、事業の概要を記載します。どのような事業活動を行い、どの程度の規模なのかをわ

かりやすく記載します。 

・ 記載する具体的な内容としては、①事業所名 ②所在地 ③事業の内容 ④従業員数 ⑤担

当者氏名 ⑥環境責任者氏名等を記載してください 

・ また、可能であれば、資本金、敷地面積、事業所の沿革なども記載してください。 

・ ここでは、事業所の代表者の方が、取組レポートの発行にあたり、あいさつをかねて、エコ事業

所の環境に関する基本的な方針や考え方などを述べていただく部分です。 

・ 次に述べる「環境に関する経営理念・方針」と兼ねることも可能です。 

・ この作成例の記載事項を参考に、作成してください。 

（作成例のとおりに作成する必要はありません。） 

・ Ａ４サイズで2ページ以上の内容にしてください。 

・ 環境報告書の冊子等を作成している場合は、当該報告書を 

提出してください。



１ 目標と実績 

 （１）目標 

   温室効果ガス排出量：前年度比３％削減 

 （２）実績 

 基準年度（●●年度） 昨年度（××年度） 削減率 

温室効果ガス

排出量 
○○○t –CO2 △△△t-CO2 ◎％ 

２ 具体的な取組内容 

 （１）電気使用量の削減 

 ・不要照明の消灯の徹底 

 ・事務所蛍光灯をＬＥＤに更新 

 （２）ガソリン使用量の削減 

 ・エコドライブの徹底 

 ・低燃費車の導入 

３ 目標の達成状況 

  基準年度に対し、昨年度は５％削減できている。 

具体的な取組内容 成果 取組結果の評価

電気使用量の

削減 

不要照明の消灯の

徹底 

従業員が環境配慮について

考えるようになり、電気使

用量の削減につながる他の

取組内容についても話し合

うようになった。 

◎ 

事務所蛍光灯を 

ＬＥＤに更新 

電気使用量を○○kw 削減

することができた。 
◎ 

ガソリン使用

量の削減 

エコドライブの 

徹底 

従業員がエコドライブを意

識することで、安全運転に

も繋がった。 

○ 

低燃費車の導入 

低燃費車を○○台導入した

ことにより、○○ℓガソリ

ンの使用量を削減すること

ができた。 

◎ 

  エネルギー使用量の削減率 

基準年度（●●年度） 昨年度（××年度） 削減率 

電気 １，０００Kw ９５０Kw ５％

ガソリン ５００ℓ ４００ℓ ２０％

環境に配慮した取組の状況 
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○○株式会社△△営業所

住所：名古屋市○○区○○町○番地  担当：□□

電話：０５２－○○○-○○○○
E-mail：△△△＠○○○．ｃｏ．ｊｐ
※当社の取組を詳しくお知りになりたい方は、当社ホームページをご覧ください。

   ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．○○○．ｃｏ．ｊｐ

お問い合わせ先 

・ ここでは、実際に行っている環境に配慮した取組の状況を記載します。 

・ 温室効果ガス排出量報告書（第3号様式）の「2 排出量抑制にかかる主な取組内容」に記載した

事項を掲載します。 

・ 具体的な取組内容のほか、目標の達成状況、取組結果の評価、取組の改善策、新たな目標の

設定等をあわせて記載してください。 

・ 写真や図表などを使い、わかりやすく記載してください。 

・ その他、排出量削減に直結しないが、ユニークな環境配慮の取組を実施している場合はその

内容も併せて掲載ください。 

・ ページが２ページ以上になっても構いません。 

４ 取組の改善策 

具体的な取組内容 取組の改善策 

電気使用量の削減 
・長期離席時PC電源OFF 

・ピークシフトの取組 

ガソリン使用量の削減 
・通勤、業務おける公共交通機関の利用促進 

・外出先ルートの効率化 

５ 新たな目標の設定 

 （１）廃棄物の削減 

 ・ごみの分別の徹底 

 ・梱包材のリサイクル 

 （２）緑化 

 ・緑のカーテンの実施 

 ・２０○○年までに緑化率○○％達成 

 （３）名古屋市の制度の利用 

 ・「なごや省エネ相談」または「省エネコミュニケーション」を利用し、専門員のアド

バイスを伺い、今後の取組について考える 


